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平成24 平成25 06 14

5 道路ネットワークの整備

建設課 0285-84-8147

都市計画課、区画整理課、環境課、商工観光課、企業誘致課、長田区画整理指導室

市内の道路とその利用者

18 19 20 21 22 23 24 26

道路延長(市道） km 1,252.8 1,274.1 1,274.8 1,275.9 1,249.0

国･県道路延長 km 155.8 156.0 158.1

幹線道路の整備を促進するとともに道路網の整備を進め、効率的で機能的な道路ネット
ワークを形成する。

「市道道路改良率」及び「市道道路舗装率」は道路台帳による。
「都市計画道路整備率」は実施済延長/計画延長（都市計画課）。

18 19 20 21 22 23 24
26

市道道路改良率 ％ 81.2 72.1 72.4 72.5 83.1

市道道路舗装率　 ％ 88.8 94.6 95.3 95.4 92.4

都市計画道路整備率 ％ 82.9 83.1 83.4 83.4 90.4

住民の役割は事業への理解と協力。
行政は道路ネットワークを考慮した積極的取り組み。



    年度の
評価結果

1. 施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

2. 施策の成果実績に対してのこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括
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（1）施策成果の時系列比較（過去３年間の比較）
　道路延長は、平成２２年度に土地区画整理事業の完了に伴い区画道路を認定したので
実延長が２１．３km増加したが、２３年度は改良予定道路等の認定のみで０．７kmの増
加にとどまり、２４年度は廃止路線があった為１．１kmの増加であった。
　市道改良率は、平成２２年度に道路構造令の基準（幅員４m以上）に基づき道路台帳
を見直した結果、１１０kmが幅員４m未満であり改良率が９．１％減少した。２３年度
は道路改良事業の実施に伴い０．３％増加し、２４年度は年度内に完成しない事業(１０７
号)もあり０．１％の増加であった。
　舗装率については、２２年度に区画道路等の認定により５．８％増加しているが、
２３年度は道路舗装新設事業分０．７％の増加であり、２４年度は０．１％の増であっ
た。
　都市計画道路整備率は、道路改良事業により年々わずかながら増加しているが、２４
年度は年度内での完成がほとんどなく前年度と同率であった。
（2）近隣他市との比較
　道路改良率（７２．４％）は県内１４市中５位、郡内では芳賀町(８９．７％)、市貝
町(８２．０％)に次ぎ３位であった。（平成２３年度末比較）
　〈近隣他市〉：宇都宮市:７９．６％、小山市:７０．０％、下野市:６３．７％
　舗装率（９５．３％）は、県内１４市中、宇都宮市につぎ２位、郡内の比較では１位
であった。（平成２３年度末比較）
　〈近隣他市〉：宇都宮市:９５．５％、小山市:９１．６％、下野市:８６．０％
　都市計画道路整備率（８３．４％）は県内１４市中１位であった。
（3）住民期待水準との比較
　市民意向調査によると「道路の整備状況が良いと感じている市民の割合」は平成２４
年度で６２．１％であった。道路改良事業、区画整理事業により幹線道路や区画整理地
内の生活道路の整備は図られているが、地域の生活道路改良の整備について、市内各地
から数多くの要望が出されている。（２４年度末要望数１４８件）
　

・国道整備促進
　一般国道294号は、鶴田工区の交通安全施設（歩道）整備が完了した。八條工区の改
良工事については、引き続き要望していく。
　鬼怒テクノ通り（一般国道４０８号バイパス）は、真岡上三川線から国道121号まで
の真岡バイパスと真岡北バイパスの区間が供用開始となり、現在、真岡宇都宮バイパス
について、平成25年度内供用開始に向けた工事を実施している。また、真岡南バイパスに
ついて、宇都宮都市計画道路の変更による地元説明会を実施した。
・県道・市道の整備促進
　主要地方道栃木二宮線は、一般国道２９４号までの延伸について道路詳細設計を実施し
た。
　主要地方道つくば真岡線は、高田工区の埋蔵文化財発掘調査、工事を実施した。
　一般県道真岡岩瀬線は、田町工区の工事が完了し、小林工区の工事を実施している。
　都市計画道路駅前東口線の田町地内（743m）については、工事が完了した。
　一般県道西田井二宮線は、石島工区の用地測量、物件調査を実施した。
　一般県道石末真岡線は、堀内工区の地元説明会を実施した。
　市道107号線（井頭・西郷線）は、主要地方道宇都宮真岡線から芳賀広域農道までの区
間、1.9Kmが供用開始し、引き続き芳賀広域農道から国道121号までの区間1.5Kmの整備
を実施している。
　都市計画道路の市道113号線（長田･中線）は、延伸について現況測量を実施した。
　石島地内の大和田産業団地進入道路は、地質調査を実施した。



    年度の
評価結果

3. 施策の課題認識と改革改善の方向
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・鬼怒テクノ通り真岡南バイパス(主要地方道真岡上三川線～国道294号バイパス）の整備
促進。
・国道２９４号４車線化整備促進（久下田、石島、寺内）。
・都市計画道路長田中線の延伸。
・一般県道西小塙真岡線道路改良促進（島、小林、根本）。
・主要地方道栃木二宮線の延伸。
・一般県道西田井二宮線の整備促進。
・主要地方道つくば真岡線の整備促進。
・一般県道石末真岡線の整備促進（芳賀広域農道から一般国道121号までの1.4Km）。
・老朽化した道路舗装の計画的な修繕。
・渋滞箇所の把握及び改善。

■ 補足事項


